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　呉 竹 会 
　〒160-0008
　東京都新宿区三栄町３ 
東京医療専門学校内 
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・
新
会
長
就
任 

・
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

・
呉
竹
学
園
　
創
立
85
周
年
記
念
講
演 

・
卒
業
生
進
路
状
況 

主なニュース 

秋 

　
号 

講座  ／  開催日 講師  ／  講義内容 

卒後臨床研修 
の 

申し込み方法 

卒後臨床研修 
の 

申し込み方法 

　ホームページにある申込用紙をダウンロードしていただき、必要事項をご記入の上、FAXにてお申し込みください。

ホームページからダウンロードができない場合は、お電話にてお問い合わせください（電話番号：03-3341-4043）。

受講料の入金方法につきましてもホームページに記載がございますので、合わせてご確認ください。各講座全日程

に参加できる方に限ります。また申込が定員を超えた場合には抽選になることをご了承ください。 

受 講 料：各講座 6,000円 

開催時間：14時～17時　　　全日程、東京医療専門学校・四谷校舎にて行われます。 

これからでも間に合う 　後臨床　修講座 卒 卒 卒 研 研 研 

山田　晃広 先生　（株）ロコ・ケア 取締役 
日本人初となるスペインサッカーリーグ１部ラシン・サンタンデールのチームトレーナーの経験を持つ山田先生はプロで実績を積ん
だ技術を活かし、アスリートをはじめ一般の方を対象にしたボディーケアやサッカー、野球、格闘技などの分野のプロ選手をサポー
トしておられます。今回はスポーツ障害あるいは予防に対する鍼灸治療を指導していただきます。 

田中　正人 先生　理学療法士、東京医療専門学校非常勤講師 

高齢化の時代を背景に、自宅介護を必要とされる方が増えている昨今、寝たきりにならないようにするため、また介護をする側の負
担を少しでも軽くするため、患者の日常生活の自立を目指す運動法を学びます。 

スポーツ鍼灸 
12月７・14日 

在宅リハビリ 
１月11・18日 

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に
よ

っ
て
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
衷
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
一
日
も

早
い
復
旧
、
復
興
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

五
月
二
十
九
日
、
主
婦
会
館
プ
ラ

ザ
エ
フ
で
開
催
さ
れ
た
平
成
二
十
三

年
度
呉
竹
会
総
会
に
お
い
て
、
は
か

ら
ず
も
会
長
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
上
は
浅
学
菲
才
の
身
に
鞭
打
っ

て
微
力
な
が
ら
母
校
な
ら
び
に
呉
竹

会
の
発
展
の
た
め
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
四
年
間
大
活
躍
さ
れ
大
き
な
実

績
を
残
さ
れ
ま
し
た
前
会
長
の
石
森

勇
治
先
生
に
は
格
段
の
ご
指
導
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
全
国

各
地
の
呉
竹
会
役
員
な
ら
び
に
会

員
、教
職
員
の
み
な
さ
ま
に
は
絶
大

な
る
ご
協
力
、
ご
支
援
の
ほ
ど
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
校
は
大
正
十
五
年
に
創
立
さ
れ

た
業
界
屈
指
の
歴
史
を
誇
る
伝
統
校

で
あ
り
ま
す
。
初
代
理
事
長
坂
本
貢

翁
の
「
最
高
の
医
療
を
届
け
た
い
」

の
建
学
の
精
神
を
現
在
の
坂
本
歩
理

事
長
が
見
事
に
引
き
継
が
れ
本
校
は

元
よ
り
横
浜
校
、
大
宮
校
の
充
実
、

躍
進
ぶ
り
に
は
、
目
を
み
は
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
内
容
に
お
い
て
も
、
優
秀
な

教
師
陣
を
揃
え
、
そ
の
上
で
教
育
関

連
設
備
な
ら
び
に
教
育
シ
ス
テ
ム
の

徹
底
し
た
充
実
ぶ
り
に
は
感
服
し
て

お
り
ま
す
。
例
年
、
国
家
試
験
の
合

格
率
を
み
て
も
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

を
維
持
し
続
け
て
お
り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ

の
一
人
と
し
て
も
嬉
し
い
限
り
で
あ

り
ま
す
。

さ
て
、
私
ど
も
の
業
界
も
規
制
緩

和
、
自
由
競
争
の
厳
し
い
環
境
の
中

で
仕
事
そ
の
も
の
が
多
様
化
し
て
お

り
ま
す
。
本
校
に
お
き
ま
し
て
も
柔

道
整
復
師
の
資
格
を
取
得
し
て
か
ら

鍼
灸
師
の
資
格
取
得
を
目
指
す
生

徒
、
ま
た
そ
の
逆
の
生
徒
も
多
く
お

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
毎
年
四
谷
校

舎
で
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
卒
後
臨

床
研
修
講
座
の
充
実
し
た
内
容
に
は

卒
業
生
に
と
っ
て
大
い
に
役
に
立
つ

も
の
と
確
信
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
十
月
十
四
日
に
開

催
さ
れ
ま
す
第
二
十
三
回
呉
竹
医
学

会
学
術
大
会
に
も
多
く
の
卒
業
生
が

参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

結
び
に
、
全
国
の
呉
竹
会
会
員
皆

様
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
ご
活
躍

を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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新
会
長
あ
い
さ
つ 
新
会
長
あ
い
さ
つ 

呉
竹
会
　
会
長
　

櫻
　
井
　
　
　
弘 

（
柔
道
整
復
科
昭
和
38
年
卒
業
） 

平
成
二
十
三
年
度
卒
後
臨
床
研
修

講
座
で
す
が
、
八
月
末
時
点
に
お
い

て
、『
美
容
鍼
』・『
オ
イ
ル
マ
ッ
サ

ー
ジ
』・『
小
児
鍼
』・『
操

体
法
』
の
講
座
を
終
え
ま

し
た
。

例
年
受
講
希
望
者
の
多

い
『
美
容
鍼
』・『
小
児

鍼
』・『
操
体
法
』
は
今
年

度
も
開
催
す
る
と
と
も

に
、
昨
年
度
各
講
座
後
に

行
わ
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
開
催
希
望
の
声
が
多

か
っ
た
『
オ
イ
ル
マ
ッ
サ

ー
ジ
』
を
、「
銀
座
ナ
チ

ュ
ラ
ル
タ
イ
ム
治
療
院
」

の
院
長
で
あ
る
牧
野
寿
枝

先
生
を
迎
え
、
は
じ
め
て

開
催
致
し
ま
し
た
。

オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ

は
、
肌
に
直
接
行
う
施
術
と
し
て
身

体
の
変
化
、
病
変
を
い
ち
早
く
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の
講

習
で
は
、『
治
療
面
・
美
容
面
の
い

ず
れ
に
お
い
て
も
臨
床
的
に
対
処
可

能
な
手
技
療
法
』
を
丁
寧
に
ご
指
導

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
毎
年
好
評
を
博
し
て

お
り
ま
す
『
美
容
鍼
』・『
小

児
鍼
』・『
操
体
法
』
は
今
回

も
人
数
が
満
員
に
な
り
ま
し

た
。
ど
の
講
座
も
、
少
し
で

も
多
く
の
知
識
・
手
技
を
習

得
し
よ
う
と
真
剣
に
な
る
受

講
生
の
姿
が
そ
こ
に
は
あ
り

ま
し
た
。
実
技
講
習
で
は
、

先
生
が
受
講
生
ひ
と
り
ひ
と

り
の
席
を
回
り
、
直
接
指
導

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

来
年
度
以
降
も
、
卒
後
臨

床
研
修
後
に
行
っ
て
お
り
ま

す
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基

に
、
よ
り
卒
業
生
の
皆
様
に

役
立
つ
研
修
を
提
供
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
も
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
、

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

中 間 報 告  中 間 報 告  
平成23年度卒後臨床研修講座 

中 間 報 告  

オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ

小
児
鍼

美
容
鍼

操体法
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呉竹会総会を開催 呉竹会総会を開催 
第 43 回 第 43 回 

１．会員名簿の整備
２．呉竹会基金の募集
３．全国組織網の拡充
（イ）未組織支部の拡充
（ロ）発足支部会の活動援助

（10支部）
４．「くれたけだより」の発行
第31号・第32号
平成23年５月・10月発行

５．呉竹祭の開催
平成23年10月15日

６．呉竹医学会への参加
平成23年10月14日
呉竹医学会発表
会員１名発表

７．鍼灸マッサージ教員養成科
卒業論文の贈呈
平成24年３月

８．功労者　表彰
平成23年５月
呉竹祭　実行委員長・副委員

９．平成23年度
東京医療専門学校
卒業式　呉竹会賞　表彰
平成24年３月16日

１．会員名簿の整備
２．呉竹会基金の募集
３．全国組織網の拡充
（イ）未組織支部の拡充
（ロ）発足支部会の活動援助（10支部）

４．「呉竹誌」の発行
平成23年３月　第43号　2,000部

５．「くれたけだより」の発行
平成22年５月　第30号　13,000部

６．呉竹祭の開催
平成22年10月16日

７．呉竹医学会への参加
平成22年10月15日
呉竹医学会発表　会員１名発表
（茨城県支部）

８．鍼灸マッサージ教員養成科
卒業論文の贈呈
平成22年３月　75部

９．功労者　表彰
平成22年５月30日
呉竹祭　実行委員長・副委員　２名

10．平成22年度　東京医療専門学校
卒業式　呉竹会賞　表彰
平成23年３月18日
鍼灸マッサージ科　４名
鍼灸科　　　　　　３名
柔道整復科　　　　４名

平成23年度　予　　　算
（平成23年４月１日～平成24年３月31日）

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
費　　　　　目 22年度決算 23年度予算 備　　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 1,080,421 2,291,607
２．運営活動準備金取崩 1,000,000 0
３．会 費 6,180,000 6,090,000 新会員＠30,000×203名
４．預 金 利 子 3,274 3,000
５．補 助 金 20,000,000 25,000,000
６．雑 収 入 470,626 500,000
収　入　合　計 28,734,321 33,884,607

支出の部
費　　　　　目 22年度決算 23年度予算 備　　　　　　考

１．運 営 費 2,646,932 3,540,000
　⑴人 件 費 108,570 200,000
　⑵一 般 経 費 2,538,362 4,640,000
　　　什 器 備 品 費 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0
　　　消 耗 品 費 0 0
　　　通 信 費 1,207,631 2,500,000 くれたけだより（総会のご案内）
　　　交 通 費 459,630 600,000 役員会他交通費
　　　印 刷 費 870,261 1,500,000 くれたけだより印刷費
　　　会 議 費 0 20,000
　　　雑 　 費 840 20,000
２．活 動 費 23,795,782 28,780,000
　⑴総 会 費 1,067,877 500,000 総会会場費、特別講演費用
　⑵理 事 会 費 50,000 50,000
　⑶呉 竹 祭 費 1,081,455 1,000,000
　⑷表 彰 費 109,700 150,000 功労者表彰
　⑸学校行事協賛費 60,000 60,000 柔道大会
　⑹慶 弔 費 66,750 100,000
　⑺広 報 費 0 0
　⑻学 術 研 究 費 0 20,000
　⑼支 部 補 助 費 1,000,0000 1,000,000 支部会事務費
　⑽支部発足準備費 0 100,000
　⑾学内同好会補助費 60,000 100,000 ５同好会
　⑿学内研究等補助費 500,000 300,000
　⒀校 友 会 奨 学 金 19,800,000 25,400,000 校友会推薦127名
３．基 金 組 入 額 0 0
４．特別会計組入額 0 0
　　運 営 活 動 準 備 0 0 期末残高　　0万円（見込）
　　90周年記念準備 0 0 期末残高　250万円（見込）
　　予備費／次期繰越 2,291,607 264,607
支　出　合　計 28,734,321 33,884,607

基 金 受 入 状 況
（昭和57年４月１日～平成23年３月31日）　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

年　度　別
会員よりの受入

呉竹会より 受入合計 利息組入 基金合計
人　数 金　額

前年度繰越金 996 12,496,647 13,514,626 26,011,273 10,182,609 36,275,758
平 成 22 年 度 1 2,000 0 2,000 28,210 30,210

計 997 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,292,695 36,305,968

平成22年度　決 算 報 告 書
（平成22年４月１日～平成23年３月31日）

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
費　　　　　目 22年度予算 増減（決算－予算） 22年度決算 備　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 1,080,421 1,080,421
２．運営活動準備金取崩 1,000,000 1,000,000
３．会 費 6,180,000 6,180,000 新会員＠30,000×206名
４．預 金 利 子 3,000 274 3,274
５．補 助 金 20,000,000 20,000,000
６．雑 収 入 200,000 270,626 470,626
収　入　合　計 28,463,421 270,900 28,734,321

支出の部
費　　　　　目 22年度予算 増減（決算－予算） 22年度決算 備　　　　　考

１．運 営 費 3,160,000 －513,068 2,646,932
　⑴人 件 費 200,000 　－91,430 108,570
　⑵一 般 経 費 2,960,000 －421,638 2,538,362
　　　什 器 備 品 費 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0
　　　消 耗 品 費 20,000 －20,000 0
　　　通 信 費 1,700,000 －492,369 1,207,631 くれたけだより他送料
　　　交 通 費 600,000 －140,370 459,630 役員会他交通費
　　　印 刷 費 600,000 270,261 870,261 くれたけだより他印刷費
　　　会 議 費 20,000 －20,000 0
　　　雑 　 費 20,000 －19,160 840
２．活 動 費 24,880,000 －1,084,218 23,795,782
　⑴総 会 費 1,200,000 －132,123 1,067,877
　⑵理 事 会 費 50,000 50,000
　⑶呉 竹 祭 費 1,200,000 －118,545 1,081,455
　⑷表 彰 費 150,000 －40,300 109,700 功労者表彰
　⑸学校行事協賛費 60,000 60,000 柔道大会
　⑹慶 弔 費 100,000 －33,250 66,750
　⑺広 報 費 0 0
　⑻学 術 研 究 費 20,000 －20,000 0
　⑼支 部 補 助 費 1,000,000 1,000,000 支部会事務費
　⑽支部発足準備費 100,000 －100,000 0
　⑾学内同好会補助費 100,000 －40,000 60,000 同好会補助
　⑿学内研究等補助費 500,000 500,000
　⒀校 友 会 奨 学 金 20,400,000 －600,000 19,800,000
３．基 金 組 入 額 0 0
４．特別会計組入額 0 0
　　運 営 活 動 準 備 0 0 期末残高　　0万円
　　90周年記念準備 0 0 期末残高　250万円
　　予備費／次期繰越 423,421 1,868,186 2,291,607
支　出　合　計 28,463,421 270,900 28,734,321

上記のとおり報告いたします。

　　　　　　平成23年３月31日　　　　　　　　会　長　石森　勇治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　近藤　昌之

平成23年度事業計画平成22年度事業報告 五
月
二
十
九
日
（
日
）、
主
婦
会

館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
て
『
第
四
十
三
回

呉
竹
会
総
会
』
・
福
田
稔
先
生
に
よ

る
講
演
会
『
自
律
神
経
免
疫
療
法
』

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
呉
竹
会
総
会
で
の
議
題
で

ご
ざ
い
ま
し
た
平
成
二
十
二
年
度
事

業
報
告
・
決
算
報
告
お
よ
び
平
成
二

十
三
年
度
事
業
計
画
・
予
算
に
つ
い

て
、
次
に
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

五
月
二
十
九
日
（
日
）、『
第
四
十

三
回
呉
竹
会
総
会
』
に
続
き
、
同
会

場
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
に
て
福
田

稔
先
生
に
よ
る
講
演
会
『
自
律
神
経

免
疫
療
法
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

福
田
先
生
に
は
、
ス
ト
レ
ス
社
会

に
生
き
る
現
代
人
の
交
感
神
経
が
過

度
に
緊
張
し
、
顆
粒
球
の
増
加
を
原

因
と
す
る
自
律
神
経
の
乱
れ
が
健
康

に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
て
頂
き
、
そ
の
上
で
顆
粒
球

と
リ
ン
パ
球
の
割
合
と
数
を
適
正
な

範
囲
に
戻
す
こ
と
、
つ
ま
り
自
律
神

経
の
バ
ラ
ン
ス
を
回
復
さ
せ
る
自
律

神
経
免
疫
療
法
に
つ
い
て
、
理
論
と

実
践
方
法
を
ご
教
授
頂
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
明
日
の
臨
床
に

活
か
せ
る
よ
う
に
多
く
の
質
問
が
寄

せ
ら
れ
、
熱
気
の
あ
る
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。

講
　
演
　
会

自
律
神
経
免
疫
療
法

講
師
‥
福
田
医
院
　
院
長

福
田
　
　
稔
先
生

5月29日 
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生
涯
忘
れ
な
い
だ
ろ
う
し

忘
れ
た
く
は
な
い

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
　
平
成
20
年
卒
業

菊
川
　
大
和

四
谷
校
舎
で
防
災
訓
練 

四
谷
校
舎
で
防
災
訓
練 

四
谷
校
舎
で
防
災
訓
練 

災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
て東

京
医
療
専
門
学
校
　
教
員
有
志

東日本大震災 
ボランティア活動 
東日本大震災 
ボランティア活動 
東日本大震災 
ボランティア活動 

東
京
都
が
受
け
入
れ
先
と
し
て
提

供
し
た
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

赤
坂
に
て
、
全
日
本
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー

ジ
師
会
が
福
島
原
発
地
区
で
被
災
さ

れ
た
方
々
の
施
術
ケ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
い
ま
し
た
。
五
月
十
九
日

（
木
）
か
ら
閉
鎖
さ
れ
る
前
の
六
月

二
十
九
日
（
水
）
の
間
、
土
日
も
含

め
毎
日
十
時
か
ら
十
六
時
に
至
る
長

い
期
間
で
あ
っ
た
た
め
、
協
力
要
請

を
受
け
た
東
洋
療
法
学
校
協
会
は
災

害
派
遣
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
特
別
委

員
会
を
発
足
し
ま
し
た
。
各
校
が
教

員
を
応
援
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
と

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
本
校
か
ら
は

十
名
の
教
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
三

十
六
階
に
あ
る
和
室
で
、
一
人
三
十

分
と
い
う
制
約
の
中
で
の
施
術
で
あ

っ
た
た
め
、
ど
れ
だ
け
の
力
に
な
れ

た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
施
術
す

る
中
で
話
を
聞
い
た
り
置
か
れ
た
状

況
を
か
い
ま
見
た
り
と
、
被
災
者
の

方
々
を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
ら
れ

た
こ
と
は
、
授
業
そ
の
他
で
現
地
に

赴
く
事
が
出
来
に
く
い
我
々
教
員
に

と
っ
て
得
難
い
機
会
を
頂
い
た
と
感

じ
た
今
回
の
経
験
で
し
た
。

突
然
の
お
便
り
を
お
許
し
く
だ

さ
い
。

私
は
、
宮
城
県
東
松
島
市
小
野

市
民
セ
ン
タ
ー
の
所
長
、
大
友
晋

也
と
申
し
ま
す
。
三
月
十
一
日
の

東
日
本
大
震
災
で
大
津
波
に
襲
わ

れ
大
被
害
を
受
け
た
地
域
の
一
つ

で
す
。
震
災
後
二
ヶ
月
を
過
ぎ
た

今
も
お
よ
そ
二
百
人
の
避
難
民
が

当
施
設
で
不
自
由
な
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
貴
東
京
医
療
専
門

学
校
の
卒
業
生
菊
川
大
和
さ
ん
、

谷
本
卓
也
さ
ん
、小
菅
庸
隆
さ
ん
、

井
野
剛
史
さ
ん
、
重
吉
直
永
さ
ん

の
五
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
当
施

設
に
や
っ
て
参
り
ま
し
た
。

五
月
十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で

の
三
日
間
、
当
施
設
の
避
難
民
の

み
な
ら
ず
、
周
辺
の
地
域
住
民
に

も
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
提
供
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
百
数
十
名
も
の

方
々
が
そ
の
恩
恵
に
浴
し
、
大
感

激
で
し
た
。

素
晴
ら
し
い
卒
業
生
を
送
り
出

し
た
「
学
校
法
人
呉
竹
学
園
東
京

医
療
専
門
学
校
」
の
教
育
信
条
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い

ま
す
。機
会
が
あ
り
ま
し
た
な
ら
理

事
長
様
か
ら
も
五
人
の
方
に
一
声

か
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
貴
職
は

じ
め
貴
校
の
益
々
の
ご
繁
栄
を
祈

念
し
御
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

東
松
島
市
　
小
野
市
民
セ
ン
タ
ー

大
友
　
晋
也

理
事
長
様

今
年
の
一
月
に
腰
の
手
術
を
し
、

そ
の
リ
ハ
ビ
リ
の
為
に
行
く
あ
て
も

決
め
ず
に
一
人
旅
を
し
て
、
帰
っ
た

ら
仕
事
に
復
帰
す
る
つ
も
り
で
し

た
。た
ま
た
ま
宮
城
県
を
選
び
、た
ま

た
ま
そ
れ
が
三
月
十
一
日
で
し
た
。

宮
城
県
の
東
松
島
市
の
矢
本
と
い

う
駅
に
降
り
た
っ
た
一
時
間
後
、
い

き
な
り
あ
の
大
き
な
地
震
、
そ
し
て

あ
の
津
波
に
あ
い
、
流
さ
れ
た
も
の

の
命
か
ら
が
ら
そ
の
波
か
ら
無
事
に

逃
げ
き
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
日
は
吹
雪
の
な
か
、
誰
も
い
な

い
人
の
家
の
二
階
で
過
ご
し
、
次
の

日
に
何
と
か
近
く
の
小
学
校
へ
避
難

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

結
局
五
日
後
に
実
家
の
山
梨
か
ら

兄
が
車
で
迎
え
に
来
て
く
れ
た
の
で

す
が
、
あ
の
恐
怖
の
体
験
を
共
有
し

避
難
所
で
苦
労
を
共
に
し
た
地
元
の

方
々
を
お
い
た
ま
ま
、
自
分
だ
け
が

そ
こ
か
ら
出
て
い
く
こ
と
が
と
て
も

苦
し
く
、
気
持
ち
は
そ
こ
を
離
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

所
に
向
か
い
ま
し
た
。

三
日
間
、
朝
か
ら
夜
の
七
時
ぐ
ら

い
ま
で
施
術
を
行
い
、
約
百
五
十
人

ぐ
ら
い
の
方
々
に
施
術
を
行
い
ま
し

た
。
避
難
所
に
い
る
方
々
だ
け
で
な

く
、
そ
の
避
難
所
の
近
所
に
住
む

方
々
や
避
難
所
に
随
時
い
る
看
護
師

や
自
衛
隊
の
方
々
へ
も
同
じ
よ
う

に
、
声
を
か
け
施
術
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
、家
の
掃
除
で
疲
れ
て

い
る
方
や
元
々
疾
患
を
も
っ
て
い
る

方
、
精
神
的
に
疲
れ
て
い
る
方
な
ど

色
々
な
方
が
い
ま
し
た
が
、
施
術
を

終
わ
っ
た
後
の
そ
の
方
々
の
笑
顔
を

見
て
、私
達
五
人
も
自
然
に
笑
み
が
こ

ぼ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
行
っ
て
良
か

っ
た
と
実
感
し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

ま
た
、
近
い
う
ち
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
行
く
予
定
で
す
。

県
外
か
ら
来
た
、

見
ず
知
ら
ず
の
私
を

避
難
所
に
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
り
、
当
時

少
し
し
か
な
か
っ
た

食
料
も
分
け
て
く
だ

さ
っ
た
被
災
地
の

方
々
に
は
、
今
で
も

感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。

私
は
実
家
に
帰
っ

て
か
ら
、
今
自
分
に

出
来
る
こ
と
は
な
ん

だ
ろ
う
と
考
え
、
救

援
物
資
を
送
っ
た

り
、
義
援
金
を
寄
付

し
た
り
し
ま
し
た
。

し
か
し
ま
だ
他
に
出
来
る
こ
と
は

あ
る
は
ず
だ
と
考
え
た
末
、
鍼
灸
あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
と
し
て
の

技
術
を
使
い
、
ま
だ
避
難
所
で
苦
労

し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
を
施
術
し

て
、
少
し
で
も
身
体
を
楽
に
し
て
差

し
上
げ
た
い
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。

元
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
中
か
ら
私
の

話
に
賛
同
し
て
く
れ
た
、
私
を
含
め

五
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
行
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
他
の
ク
ラ
ス

メ
ー
ト
は
義
援
金
と
い
う
か
た
ち
で

参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
個
人
的

に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

仲
間
達
か
ら
の
心
の
こ
も
っ
た
義

援
金
で
救
援
物
資
を
手
に
入
れ
、
車

で
宮
城
県
の
東
松
島
市
の
あ
の
避
難

七
月
二
十
六
日（
火
）、
四
谷
校

舎
に
て
教
職
員
の
防
災
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

三
月
十
一
日
に
は
東
日
本
大
震

災
が
あ
り
、
未
だ
に
大
き
な
余
震

が
続
く
中
、
教
職
員
一
同
例
年
に

も
増
し
て
防
災
へ
の
意
識
を
高
め

訓
練
に
望
み
ま
し
た
。
今
回
は
主

に
火
災
発
生
時
に
お
け
る
対
応
に

つ
い
て
訓
練
を
行
い
、
緊
急
通
報

時
に
お
け
る
、
災
害
救
急
情
報
セ

ン
タ
ー
と
の
や
り
取
り
を
、
消
防

署
職
員
の
方
と
実
際
に
電
話
を
使

っ
て
訓
練
を
し
ま
し
た
。
ま
た
学

校
に
備
え
て
い
る
消
火
器
の
使
い

方
な
ど
を
教
わ
る
な
ど
、
基
本
的

な
こ
と
で
す
が
、
災
害
時
に
お
い

て
ど
の
職
員
で
も
冷
静
な
対
応
が

出
来
る
よ
う
に
徹
底
致
し
ま
し
た
。

被災者・ボランティア
関係者などを無償で施術

鍼灸科　平成11年卒業

若林　理砂

３・11。東日本大震災の
日。私はあの日、東京目黒
にある自らの治療室「アシ
ル治療室」にて臨床の真っ

最中でした。当日いらしていた患者が、「ふんばろう東
日本プロジェクト〔http://fumbaro.org/〕」の代表者に
なるとは、そして私自身が臨床家のボランティア集団を
立ち上げることになろうとは思いも寄らないことでし
た。
震災から１カ月の４月11日。ふんばろう東日本プロ

ジェクトの代表者である早稲田大学の西條先生から「ボ
ランティアが激務で体調を崩しつつある。協力して欲し
い。」との依頼を受け、ボランティア・被災者・派遣さ
れている職業人（自衛隊員、警察官、消防隊員等）を被
災地入りせず、自らの施術所で初回一回無償施術する臨
床家集団「Cure East Japan（キュアイーストジャパ
ン＝以下CFJと略）〔http://cureeastjapan. jimdo.com/〕」
を立ち上げ、twitterにて参加を呼びかけました。瞬く
間に登録臨床家は100を超えました。

CEJの特徴は、鍼灸師のみの団体ではなく、様々な療
法の枠を超え、必要な方に必要な施術が届くようにした
点です。また、無償施術では受けにくい方向けに「募金
施術」として施術を受けた方のお気持ちを受け取り義援
金に回すシステムもあります。
既存の患者を抱えて休みが取れず、被災地へ行くこと
が出来ないけれど、できることを何でもしたい！　とお
考えの諸先生方、ご登録をお待ちしています。

被
災
地
か
ら
の 

　
　
感
謝
の
便
り 

被
災
地
か
ら
の 

　
　
感
謝
の
便
り 
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イベント報告 イベント報告 イベント報告 平成23年度 
第25回体育大会を開催

新
た
な
出
会
い
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を 

新
た
な
出
会
い
・
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を 

学生も教職員も団結 学生も教職員も団結 

ご来場 

お待ちしています
！ 

第35回呉竹祭 
とき：2011年10月15日（土） 
　　　10：00～15：30 
会場：東京医療専門学校四谷校舎（東京校） 

第23回呉竹医学会 学術大会 
とき：2011年10月14日（金） 
　　　10：30～15：10 
会場：呉竹医療専門学校（大宮校） 

呉竹医療専門学校（大宮校） 東京医療専門学校・四谷校舎（東京校） 

ビック 
　カメラ 

そごう 呉竹医療専門学校 呉竹医療専門学校 

大宮ソニックシティー 

東京 

卒業生の集い

まで大雨…。普通なら前日に中止が決まってもおかしくな
い天気。しかし、ここまでみんなで重ねた準備を考えると
中止はあまりにも残念。体育大会実行委員の学生さん、委
員会にも全員遅刻欠席もなく何度も足を運んでくれていま
した。そこでさすが我が呉竹。学校史上初、天候による開
始時間２時間遅延が決定しました。翌日、朝起きたらすで
に快晴。遅延の必要はなかったかのような初夏を思わせる

日差しの中での開催となりました。
30個の「てるてる坊主」を作ってく
れた学生さん、学校のマークを好み、
クラスのオリジナルＴシャツにして
着ている姿に感動、そして何よりみ
んなの笑顔が見られたことがとても
嬉しかったです。体育大会は学生・
教職員ともに協力し、団結できる日。
来年も乞うご期待 !!
（体育大会実行委員　教員　早川三千恵）

今年のGWは超大型
９連休。その前日の４
月28日に第25回体育大
会が開催されました。
前日の時点で体育大

会当日の天気予報は朝

て
い
る
卒
業
生
が
多
い
と
い
う
こ
と

で
す
。「
卒
業
生
の
集
い
」
は
、
久

し
ぶ
り
に
会
う
友
と
の
会
話
が
あ
っ

た
り
、施
術
で
行
き
詰
っ
た
方
は
即
、

先
生
方
に
質
問
出
来
る
場
で
す
。
と

て
も
貴
重
な
時
間
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
本
科
卒
で
、
柔
整
科
の
先
生
方

と
は
面
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
こ
の
場
で
は
そ
の
様
な
交
流
も

で
き
、
色
々
と
自
分
の
糧
と
な
る
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
る
の
で
す
。

又
、
呉
竹
会
の
先
生
方
や
大
先
輩

と
お
話
す
る
機
会
も
あ
り
、
勉
強
会

の
お
誘
い
ま
で
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
自
分
自
身
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

の
場
、
新
し
い
出
会
い
の
場
が
こ
の

五
月
二
十
九
日（
日
）、
今
年
で
二

回
目
の
「
卒
業
生
の
集
い
」
を
行
い

ま
し
た
。

『
く
れ
た
け
だ
よ
り
』
で
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
認
知
度
が
低
い
よ
う
で
す
。

前
回
・
今
回
を
含
み
、
卒
業
生
の

集
い
実
行
委
員
と
し
て
感
じ
た
事

は
、
卒
業
し
た
ら
卒
業
し
っ
ぱ
な
し

と
い
う
、
学
校
と
の
関
わ
り
を
絶
っ

「
卒
業
生
の
集
い
」

と
な
る
の
で
す
。

こ
れ
を
機
に
、

新
し
い
自
分
、
新

し
い
出
会
い
、
更

な
る
先
生
方
と
の

交
流
の
あ
る
「
卒

業
生
の
集
い
」
に

是
非
、
皆
様
も
参

加
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
平
成
21
年
卒
業
　
坂
本
　
実
穂

今年度の呉竹医学会は、例年行われている横浜校から
大宮校に会場を移し開催されます。大宮校は平成21年に
開校し、鍼灸の附属施術所を設けるとともに、西洋医学
の診療科からなる『呉竹メディカルクリニック』を附設
しております。鍼・灸・柔整の資格取得を目指す学業の
場としての役割の他に、東西医学を融和させた理想的な
医療サービスを提供する場として地域の一役を担ってお
ります。

今年度は、『生活習慣病予備軍に対する食事と運動の
正しい知識』（10時30分～12時）の演題で、慶應義塾大
学スポーツ医学研究センター准教授・医師勝川史憲先生
が特別講演を行います。生活習慣病の発症には食習慣が
大きく関わっており、正しい食情報の判断や栄養の基礎
知識が必要です。また、身体を適正に動かさない人に発
症することが多いことから、この講演を通して生活習慣
病予防の正しい知識を学び、まず自ら実践して頂きたい
と思います。
また、毎年好評の実技セッション・教育講演は、下記
の内容にて行われます。

第23回呉竹医学会学術大会

E V E N T

SCHEDULE
イベント予告 イベント予告 イベント予告 平成23年度 

coming soon!coming soon!coming soon!

実技セッション・教育講演以外にも、教員や在校生が中心となって行う『一
般口演』、学生自らが研究発表を行う『分科会』、研修生が行う『症例報告』な
ども行われます。
今年度も質・量、共に充実した医学会が行われます。大宮校でのはじめての
開催でもありますし、東京校・横浜校の卒業生・在校生はもちろん、入学を検
討されている方にも入学後どのような勉強をするのか知る機会にもなりますの
で、ぜひ足を運んで頂くことを願っております。

１回目　13：00～14：00
２回目　14：10～15：10

『ベッドサイドで行う簡単テーピング法―治療効果向上を目指して―』
『養生と中医学的治療―予防医学としての中医学―』
『スポーツ選手の腰痛に対する鍼灸療法と運動療法』
『スポーツアロマテクニック』

１回目　13：00～14：00
２回目　14：10～15：10

『外傷の外観―柔道整復師の診察の実践―』

実技セッション

教　育　講　演

今年も当校のビックイベントのひとつ、
『呉竹祭』が10月15日（土）に四谷校舎で行
われます。
今年で35回目を迎えますが、毎年、学生達
は和気あいあいとし、活気に満ちあふれてお
ります。学生達による様々なイベントの他に、
古典研究会の発表、また今年度の呉竹祭実行
委員本部企画として、昨年に引き続き鍼灸治
療による途上国支援活動の紹介なども行いま
す。
また、当校に入学を考えている方や興味の
ある方などにとっては、学校の雰囲気を味わ
える絶好のチャンスです。皆様のご来場、心
よりお待ちしております。

第 35 回 呉 竹 祭
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リンク戦１回戦 ２-２で引き分け

＜東京医療専門学校＞ ＜朝日医療専門学校　岡山校＞

選手名 勝敗 勝敗 選手名

大将 石坂　智毅 ○ 払　　　腰 岡村　紀亜

副将 原　　大勲 引 き 分 け 川崎　大輔

三将 坂口　和彦 不戦勝負け ○ 小田　成二

中堅 一二三力延 ○ 内　　　股 本正　恭大

五将 黒須　雄也 引 き 分 け 俵原　和茂

次鋒 永田　裕人 体　落　し ○ 田口　淳也

先鋒 水谷　桂祥 引 き 分 け 斉藤　祐太

補欠 南土居優介

リンク戦２回戦 ２-４で敗退

＜東京医療専門学校＞ ＜日本健康医療専門学校＞

選手名 勝敗 勝敗 選手名

大将 石坂　智毅 引 き 分 け 金本　正吾

副将 原　　大勲 指　　　導 ○ 竹村　春樹

三将 坂口　和彦 不戦勝負け ○ 濱村　啓志

中堅 一二三力延 ○ 背　負　投 田代　健人

五将 黒須　雄也 背　負　投 ○ 山根　正人

次鋒 永田　裕人 大　外　刈 ○ 伊藤　　隼

先鋒 水谷　桂祥 ○ 背　負　投 斉藤　雄介

補欠 南土居優介

形　演武

講道館　投の形

選手名

取 山本しおり

受 永井　聡美

当
セ
ミ
ナ
ー
は
①
開
業
に
対
す
る

姿
勢
②
治
療
内
容
の
選
定
③
事
業
計

画
④
物
件
の
選
定
⑤
販
売
促
進
活
動

の
五
講
座
に
設
定
し
、
人
材
育
成
の

プ
ロ
で
あ
る
寺
原
き
よ
み
氏
、
資
金

繰
り
の
プ
ロ
で
あ
る
池
田
孝
行
氏
、

販
促
の
プ
ロ
で
あ
る
伊
藤
伸
哉
氏
の

三
氏
に
よ
り
、
実
例
を
交
え
た
分
か

り
や
す
い
切
り
口
、
ポ
イ
ン
ト
を
的

確
に
抑
え
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
話

術
、
双
方
向
性
を
意
識
し
た
展
開
な

ど
、
プ
ロ
な
ら
で
は
の
指
導
に
受
講

生
は
釘
付
け
で
し
た
。
ま
た
、
進
行

役
は
講
座
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め

に
、
同
業
者
と
し
て
受
講
側
の
ニ
ー

ズ
を
熟
知
し
て
い
る
本
校
専
科
卒

で
、
鍼
灸
治
療
院
「
和
」
院
長
の
水

口
宰
男
氏
が
担
当
致
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
セ
ミ
ナ
ー
は
初
め
て

の
試
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
卒
業
生

の
み
な
ら
ず
開
業
を
考
え
て
い
る
在

校
生
に
も
受
講
の
機
会
を
与
え
た
こ

と
か
ら
、
多
く
の
学
生
が
参
加
致
し

ま
し
た
。

治療院開業セミナー
平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
三
日

（
土
）、『
呉
竹
学
園
創
立
八
十
五
周
年

記
念
講
演
』
と
題
し
ま
し
て
、
ス
キ

ー
・
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
で
世
界
を
舞

台
に
活
躍
さ
れ
ま
し
た
荻
原
次
晴
氏
を

お
招
き
し
、
特
別
講
演
を
開
催
致
し
ま

し
た
。

荻
原
氏
に
は
、
鍼
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー

今
回
の
講
演
に
は
、『
第
２
回
学
校

説
明
会
』
に
参
加
さ
れ
た
方
々
と
多
数

の
在
校
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
進
路
を

検
討
さ
れ
て
い
る
学
校
説
明
会
参
加
者

の
方
々
は
も
と
よ
り
在
校
生
の
方
に
と

っ
て
も
、
資
格
が
ど
の
様
な
場
で
活
か

せ
る
の
か
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
良
い
機
会

に
な
り
ま
し
た
。

ジ
を
中
心
と
し
た
、

ト
レ
ー
ナ
ー
の
施
術

に
関
す
る
選
手
側
か

ら
の
見
方
や
意
見
、

ま
た
長
野
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
な
ど
、
数
々
の

国
際
舞
台
で
の
経
験

か
ら
、
大
会
に
お
け

る
ト
レ
ー
ナ
ー
の
役

割
、
選
手
と
ト
レ
ー

ナ
ー
と
の
関
係
な

ど
、
選
手
の
体
の
ケ

ア
だ
け
で
な
く
、
メ

ン
タ
ル
面
の
ケ
ア
も

担
う
ト
レ
ー
ナ
ー
の

重
要
性
を
説
い
て
頂

き
ま
し
た
。

講　演　会

呉
竹
学
園
創
立
85
周
年
記
念
講
演

ス
キ
ー
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合

元
日
本
代
表
　
荻
原
　
次
晴
氏

ま
た
、
今
回
、
形
の
演
武
で
二
年

生
の
山
本
し
お
り
さ
ん
、
永
井
聡
美

さ
ん
が
出
場
し
素
晴
ら
し
い
演
武
を

披
露
し
て
く
れ
ま
し
た
。

選
手
達
は
、
あ
ま
り
良
く
な
い
練

習
環
境
で
あ
り
な
が
ら
、
精
一
杯
力

を
出
し
切
り
負
傷
者
も
で
る
こ
と
な

く
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、

緒
先
生
方
、
関
係
者
の
皆
様
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
深

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
こ

れ
か
ら
も
応
援
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

（
監
督
　
教
員
　
早
川
幸
秀
）

会
は
二
部
リ
ー
グ
で
の
出
場
と
な

り
、
チ
ー
ム
編
成
も
二
部
リ
ー
グ
で

は
五
人
制
で
あ
っ
た
も
の
が
七
人
制

で
あ
る
た
め
慣
れ
な
い
状
況
で
の
試

合
と
な
り
ま
し
た
。

結
果
は
惜
し
く
も
予
選
突
破
は
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
他
の
学
校
と

互
角
に
渡
り
合
え
た
こ
と
は
、
選
手

達
の
自
信
に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

来
年
は
今
回
出
場
し
た
三
年
生
四

人
が
抜
け
て
し
ま
い
ま
す
が
、
新
し

い
チ
ー
ム
で
上
位
目
指
し
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

八
月
十
一
日
に
綾
瀬
の
東
京
武
道

館
に
て
第
四
十
四
回
社
団
法
人
全
国

柔
道
整
復
学
校
協
会
柔
道
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
前
回
の
大
会
で
は
三

部
リ
ー
グ
で
準
優
勝
し
た
た
め
今
大

第44回社団法人 

全国柔道整復学校協会 
柔道大会 

第44回社団法人 

全国柔道整復学校協会 
柔道大会 

東京医療専門学校講師（治療院ホスピターレ院長）で指圧実

技担当の岡本雅典先生が執筆された呉竹指圧の解説書が、医道

の日本社より「よくわかる指圧テクニック」の表題で発売とな

りました。

呉竹指圧は岡本先生の師である榊原豊先生が築き上げた指圧

法で、テコの原理を多用することにより、術者の体に疲労が溜

まらずに患者の体の深部にまで圧を浸透させることができるの

が長所です。本書では、各手技を『立ち位置』『姿勢』『体重

移動の方向と量』の３要素に基づいて詳細に解説し、解説文に

リンクさせた豊富な写真やイラストで直感的に理解できるよう

工夫されています。いずれの手技も、臨床で多くの患者を連続

して指圧できるよう『疲れない指圧を行うための５ヵ条』に基

づいて解説してありま

す。

また失敗例の写真も

併載しているので、手

本の写真と比較すれば

どこをどう直せば良い

のかが瞬時に理解で

き、指導的立場にある

方にも有益です。この

書籍を用いて基本を磨

き直してください。手

技の特徴が活かされ、

治療技術も格段と向上

することでしょう。

『よくわかる
指圧テクニック

―術者の体にもやさしい呉竹指圧―』

執筆者：岡本雅典
発行元：医道の日本社

定価4,200円

呉竹指圧のテクニックをブランド化 呉竹指圧のテクニックをブランド化 

プ ロ か ら 学 ぶ
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2005年にハワイに渡米し、その年の10月ワイキキのカラカウア通りに「Body Massage Clinic
Waikiki」をオープンさせ、早いもので６年が経ちました。
私がハワイを選んだ理由は、土地柄癒しの場所であり、恵まれた温暖な気候の中での治療は、とても
良い環境である事でした。しかし日本とは違う環境の中で、ビザ、法律、雇用体制等、色々な問題に直
面し苦労もしましたが、整体を広めたいと思う夢を現実にする為に、ここまで頑張ってきました。
当初は「整体？」と反対に聞かれてしまう程の認知度の低さに驚きながら、マッサージを中心に整体
を織り交ぜながら行うコースを売りに、徐々にお客様にも認めてもらえるようになりました。
実際スタッフ達も整体と言う認識は低く、一から整体を教えていくにはかなりの時間が掛かりました
が、今ではスタッフひとりひとりの整体への思いも強く、お客様に喜んで頂けるよう日々勉強をしてい
ますし、私自身も今後経営者として、院長として、スタッフの育成に努めていきます。ここでアメリカ
の鍼灸事情についてご説明します。アメリカは各州ごとに法律が異なる為、ほとんどのライセンスはテ
ストに合格した州内のみ資格が有効です。アメリカでは、中医学をベースに授業が行われています。日
本での鍼灸の学校の場合３年間ですが、ハワイ州では４年間学校に通い、鍼灸師をドクターとして認め、
鍼灸と漢方を行えます。卒業後は博士号の称号がもらえます。

2010年11月には２号店となる「Body Massage Kahala」、そしてストレッチを行える「Body Studio
Kahala」を、カハラ地区にオープンさせました。美、健康、予防の三つが一緒に行えるサロンとして、
これからもひとりでも多くの方に喜んでもらえるよう、そして自分の夢に向かって、楽しみながら仕事
を続けていきます。

私は約３年前から西岡剛選手（野球）のコンディショニ
ングをさせていただいています。今年、西岡選手はメジャ
ーリーグのミネソタ・ツインズに入団し、私は彼のパーソ
ナルトレーナーとして２月からアメリカで働いています。
私はトレーナーと言いましても、鍼灸・マッサージに特

化したセラピストとしての仕事に重きを置いています。基
本、アスリートにとってトレーニングは、疲労を取り除き、
より良いパフォーマンスを発揮する為には欠かせません。
しかし、それでもいい状態にならない場合に、手助けする
のが私の仕事です。
現在、西岡選手以外のチームメートに対しても鍼灸など

をさせて頂く機会をいただいています。鍼灸を経験された
選手の方は意外と多く、コンディションが良くなるのであ
れば施術を受けたいと興味を示している事に驚きました。
まだ少しかもしれませんが、アメリカのスポーツ現場で鍼
灸のニーズ、可能性を感じています。そして、スポーツだ
けでなく多くの方に、日本の鍼灸の素晴らしさを伝える事
が出来たらと考えています。

メジャーリーグでパーソナルトレーナー
大饗　将司（鍼灸マッサージ教員養成科　平成23年卒業）

ハワイ･ワイキキで整体
中島　竜太（柔道整復科　平成10年卒業・鍼灸科　平成13年卒業）

海外より 海外より 海外より 卒業生の報告  

全米に広がる鍼灸 
学校法人呉竹学園附属　東洋医学臨床研究所　金子　泰久 

昨年11月に、全日本鍼灸学会研究部からの要請を受け、Hyatt Regency San Francisco Airport に
て開催された、WFAS（世界鍼灸学会連合会）にて一般口演を行った。その際、アメリカ・カリ
フォルニア州 Acupuncture and Integrative Medicine College、オレゴン州 Oregon College of
Oriental Medicine を訪問する機会があり、興味深いお話を聞くことができましたので報告します。
現在アメリカには70校の鍼灸大学があります。アメリカでは鍼灸師のライセンスを取得する

ためには大卒が条件で、その後、3,000時間程度の教育を受ける必要があります。資格を得るた
めの試験は州によって異なりますが、もともと中医学をベースに教育を行っているため試験科
目に漢方の内容が含まれることが多いようです。学費は＄5,000程度、学生は女性の方が多い傾
向があります。卒後のキャリアについては「自分で開業」が最も多く、卒業生の平均的年収は
約＄60,000とのことでした。
アメリカでは1997年にアメリカ国立衛生研究所（NIH）が「鍼治療はいくつかの疾患に有効」、

との声明を発表してから一般市民に一気に鍼灸治療が広まりました。近年の調査ではアメリカ
国内で310万人の成人、15万人の子供が鍼治療を受けたことがあるという結果があります。また
2010年には米軍が「帰還兵の治療に、鍼灸治療を含むホリスティックな治療を望む」との声明
を発表しました。痛みに関する治療については、かなり広い範囲で医療保険の適用を受けるこ
とができるようになっています。一般的な治療費の相場はカリフォルニア州で初診＄75、再診
＄45～50程度、オレゴン州では初診料は＄110、再診が＄70～75程度と多少バラツキがあります。
全米で約２万人いる鍼灸師のうち、およそ３割強がカリフォルニア州にいることもあり、競争
が激しいのかもしれません。

平
成
二
十
三
年
七
月
三
十
日（
土
）

東
京
は
う
す
曇
の
中
、
上
海
に
向
け

て
出
発
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災

の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
四
谷

校
・
横
浜
校
そ
し
て
昨
年
よ
り
加
わ

っ
た
大
宮
校
の
学
生
総
勢
五
十
七
名

の
集
団
で
す
。

今
年
は
上
海
・
北
京
の
観
光
付
、

勉
強
の
み
の
コ
ー
ス
、
そ
の
中
の
一

つ
に
は
今
話
題
の
羽
田
発
も
用
意
さ

れ
る
な
ど
、
自
由
に
そ
し
て
よ
り
気

軽
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
多
彩
な
コ

ー
ス
設
定
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
、
日
本
で
は
私
た

ち
が
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
解
剖
や

実
際
に
中
国
針
に
よ
る
治
療
を
目
の

当
り
に
で
き
る
病
院
実
習
な
ど
、
限

り
の
あ
る
時
間
の
中
で
一
時
を
惜
し

む
よ
う
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。

そ
の
他
研
修
中
に
は
、
中
医
薬
大

学
主
催
の
歓
迎
会
、
大
学
側
の
ご
招

待
で
あ
る
上
海
雑
技
団
観
賞
、
書
籍

店
や
医
薬
品
店
へ
の
買
い
物
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
行
事
も
組
み
込
ま
れ
充
実

し
た
一
週
間
と
な
り
ま
す
。

研
修
が
終
わ
れ
ば
、
お
楽
し
み
北

京
観
光
。
こ
の
観
光
は
希
望
者
の
み

で
は
あ
り
ま
す
が
、
世
界
遺
産
で
あ

る
万
里
の
長
城
に
上
り
古
き
中
国
の

偉
大
な
業
績
に
思
い
を
は
せ
、
幼
い

こ
ろ
両
親
に
手
を
引
か
れ
て
見
た
パ

ン
ダ
を
本
場
の
地
で
見
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
も
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。し

か
し
最
大
の
成
果
は
、
普
段
は

机
を
並
べ
る
こ
と
の
な
い
四
谷
・

代
々
木
・
横
浜
・
大
宮
校
の
学
生
の

友
情
の
絆
が
固
く
結
ば
れ
た
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

中国伝統医学を学ぶ 中国伝統医学を学ぶ 
第24回上海中医薬大学短期留学報告 

中国伝統医学を学ぶ 
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平　成 
22年度 
平　成 
22年度 卒業生進路状況 と 就職先分野 卒業生進路状況 と 就職先分野 卒業生進路状況 と 就職先分野 卒業生進路状況 と 就職先分野 ─国試終了後に実施─ 

１ 進　路　状　況

２ 就 職 先 分 野

３ 将 来 の 開 業

在校生の就業状況
本校は全学科において２コマ（３時間）の授業でカリキュラムを

組んでおり、Ⅰ部（昼間部）の学生に取っては午後の時間を個々人
の都合に合わせて自由に使うことができます。また、そのような教
育が本校の特徴でもあります。そこで、実際に、在学中の学生が午
後の時間をどのように活用しているのかをⅠ部の本科・専科・柔整
科の全学年に就業実態について調査をしたので、その結果を報告し
ます。

「就業している」は本科約85％、専科約71％、柔整科約86％であ
り、本・専・柔の平均は約80％でした。すなわち、在校生の約８割
が働いていることになります。

本・専科における『柔整治療』は柔整師の資格を持った学生が在籍
していることによります。また本・専科ともに手技療法（リラクゼー
ションなど）が25％超と非常に多いことがわかります。本・専科にお
ける「鍼灸治療」とあるのは、あくまでも治療の助手と考えられます。
柔整の現場においては業務の特性上、手技療法と合わせて低周波

治療などの柔整治療に従事する現状が見えます。柔整科における
『鍼灸治療』は、鍼灸の資格を持った学生が在籍していることにより
ます。

平成22年度の国家試験終了時で既に就職先内定者は本科が約34％で
20・21年度と比較して約２倍になり、専科は約13％でここ３年ほぼ同様
です。柔整科は20・21年度が約27％ずつでしたが、22年度は約18％と減
少しました。本科の内定率が高いのは在学中にアルバイトとして就職し、
そのままアルバイト先を就職先としたことによると推測されます。
就職先未定に関しては平成22年度は本科約34％、専科約28％と20・21年

度より低下し、柔整科においては20・21年度が約27％でしたが22年度には
約31％とわずかに増加しました。柔整科の学生は、国家試験の結果をふま
えてから就職活動を考える学生が増えてきているように思われます。

これまで行った20・21・22年度の３年間のアンケート調査では就職先
として治療院勤務がトップにあげられ、本・専科では３年間の平均で約
55～65％、柔整科では20・21年度が約70％であったのが、22年度は約
87％と高値を示しました。おそらく、他の分野への就職の減少分がここ
に吸収されているものと思われます。治療院勤務を除く分野での本専科
と柔整科の大きな違いは美容・リラクゼーション分野であり、本専科で
は平均約10％強が就職先として選択しておりますが、柔整科ではこの分
野にはほとんど就きません。このことは資格の面から当然といえます。
病院勤務やスポーツ分野への就職は本専科・柔整科いずれも毎年約10％
近くを占めておりますが、今年は柔整科では０％でした。
大きな傾向としては本・専・柔共に治療院勤務が大半で、それに続くの

が病院勤務、スポーツ分野さらに本専科においては美容・リラクゼーショ
ン分野がそれぞれ約10％と続いてます。
独立開業は今日の社会状況からいって一段と厳しくなっており、今後も
数値は低下するものと思われます。一方、訪問治療（在宅ケア）は今後の
高齢化を鑑みると市場は広がっているにも関わらず希望者が少ないのが現
状です。おそらく、この分野は治療としての満足度、治療家としてのやり
がいが十分得られないのではないかと思っているように推察します。

20・21・22年度の３年間の調査では「考えている」が本専科・柔整科
共に半数以上であり、「どちらとも言えない」が約30％で、この両者を合
わせると約90％以上が開業に関心を示していることになり、多くの学生
が開業権のある医療資格の強みを活かしたいと考えていると思われます。

東京医療専門学校では、「進路状況と就職先分野に関して」という表題で「進路状況」、「就職先分野」、「将来の開業について」のア

ンケートを平成20年度より国家試験終了後に実施しています。今号では本年３月に卒業した学生の動向についてお知らせ致します。

本　科 専　科 柔整科 
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本　科 専　科 柔整科 

治療院勤務 
61%（44人） 

治療院勤務 
46%（22人） 
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病院勤務 
5% 

（2人） 
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鍼灸治療 4％（8人） 鍼灸治療 11％（32人）  鍼灸治療 6％（8人） 
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平　成 
23年度 
平　成 
23年度 在 校 生 の 就 業 状 況  在 校 生 の 就 業 状 況  在 校 生 の 就 業 状 況  在 校 生 の 就 業 状 況  

１ 就業率（パート・アルバイトを含む）

２ 就業形態（複数回答形式）
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全国トップクラスの合格率 

あん摩マッサージ指圧師 
はり師 
きゅう師 
柔道整復師 

国家試験合格率（新卒） 受験者数 合格者数 本校合格率 全国合格率 
113名 
193名 
193名 
73名 

113名 
191名 
192名 
69名 

100.0％ 
99.0％ 
99.5％ 
94.5％ 

95.1％ 
95.1％ 
95.4％ 
83.4％ 

 鍼灸マッサージ科　　Ⅰ部　60名 
 鍼灸科　　　　　　　Ⅰ部　60名、夜間特修コース　30名 
 柔道整復科　　　　　Ⅰ部　60名、夜間特修コース　30名 
 鍼灸マッサージ教員養成科　25名 

 鍼灸マッサージ科　　Ⅰ部　30名、Ⅱ部　40名
 鍼灸科　　　　　　　Ⅰ部　30名
 柔道整復科　　　　　Ⅰ部　60名、Ⅱ部　60名 

 鍼灸マッサージ科　　Ⅰ部　60名
 鍼灸科　　　　　　　Ⅰ部　60名、Ⅱ部　30名
 柔道整復科　　　　　Ⅰ部　60名、Ⅱ部　30名 

 ＡＯ入試１次（社会人１次） 終了しました 

 ＡＯ入試２次（社会人２次） 終了しました 

 ＡＯ入試（高校生１次） 終了しました  

 ＡＯ入試（高校生２次） 終了しました  

 社会人入試１次（三校共通入試） 終了しました 

 推薦入試 10月９日（日）
 一般入試１次 11月６日（日）
 一般入試２次 12月４日（日）
 一般入試３次 １月22日（日）
 一般入試４次 ２月12日（日）
 一般入試５次 ３月４日（日） 
①５月22日（日） ②６月５日（日） ③７月３日（日） ④７月24日（日） 
⑤８月28日（日） ⑥９月25日（日）終了しました 
⑦10月16日（日） ⑧11月19日（土）
　お問い合わせ　048-658-0001（大宮校　入試事務局） 
　※開催時間は入試事務局までお問い合わせください。 

ＡＯ入試１次（鍼灸科・柔道整復科） 終了しました 

ＡＯ入試２次（鍼灸科・柔道整復科） 終了しました 

ＡＯ入試３次（鍼灸科・柔道整復科）高校生対象 終了しました 

社会人入試１次（三校共通入試） 終了しました 

社会人入試２次 10月９日（日）
推薦入試（高校生対象） 10月９日（日）
一般入試 11月13日（日）
特別入試１次 12月４日（日）
特別入試２次 １月22日（日） 

①６月26日（日）②７月24日（日）③８月21日（日）④９月18日（日）
　　　　　　　　　　　　　　終了しました 
お問い合わせ　045-471-3731（横浜校　入試事務局） 
　※開催時間は入試事務局までお問い合わせください。 

ＡＯ入試１次（鍼灸科・柔道整復科） 終了しました 

ＡＯ入試２次（鍼灸科・柔道整復科） 終了しました 

社会人入試１次（三校共通入試） 終了しました 

社会人入試２次 10月８日（土）
推薦入試 10月８日（土）
一般入試１次 11月12日（土）
一般入試２次 12月10日（土）
特別入試 １月21日（土）
鍼灸マッサージ教員養成科１次 10月29日（土）
鍼灸マッサージ教員養成科２次 12月10日（土）
鍼灸マッサージ教員養成科３次 ３月３日（土） 

①６月25日（土）②７月23日（土）③８月27日（土）
　　　　　　　　　　終了しました 
　お問い合わせ　03-3341-4043（東京校　入試事務局） 
　 ※開催時間は入試事務局までお問い合わせください。 

東京医療専門学校（東京校） 呉竹鍼灸柔整専門学校（横浜校） 呉竹医療専門学校（大宮校） 

学
校
説
明
会 

入
試
日
程 

募
集
学
科 

呉竹学園 2012年度 入試スケジュール 

呉竹学園 2011年度 年間行事スケジュール 

４月 

５月 

７月 

８月 

10月 
３月 

入学式（１日）　 体育大会（28日） 入学式（１日） 入学式（２日） 

体育大会（31日） くれたけ会総会（21日）　くれたけ祭（28日） 呉竹会総会・卒業生の集い（29日） 

中国短期留学（７月30日～８月８日） 中国短期留学（７月30日～８月８日） 中国短期留学（７月30日～８月８日） 

卒業式（16日） 卒業式（15日） 卒業式（14日） 
呉竹医学会（14日）　呉竹祭（15日） 呉竹医学会（14日） 呉竹医学会（14日） 

東京医療専門学校（東京校） 呉竹鍼灸柔整専門学校（横浜校） 呉竹医療専門学校（大宮校） 

未来の鍼灸師・柔整師をご紹介ください！　呉竹学園　2012年度　募集要項 

〒160-0008 東京都新宿区三栄町三番地 

東京医療専門学校内 
電話 03-3341-4043 
FAX 03-3358-3976

発　行　所 

《編集委員》 
同窓生代表：堀口　三恵子 

教員：大三川　万起子・松峰　理真 

事務：須藤　昌隆 

ホームページ 
http://www.kuretake.ac.jp/
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年

磯
谷
　
俊
子
　
昭
47
年

蜷
川
裕
季
子
　
昭
47
年

大
仁
田
弘
子
　
昭
50
年

木
村
恵
美
子
　
昭
50
年

大
堀
　
敬
一
　
昭
53
年

加
藤
ト
ミ
子
　
昭
18
年

西
村
み
さ
お
　
昭
18
年

辻
野
　
徳
博
　
昭
21
年

菊
地
　
八
重
　
昭
23
年

東
　
　
信
彰
　
昭
24
年

成
田
専
重
郎
　
昭
40
年

木
内
　
　
実
　
昭
45
年

林
　
　
幹
雄
　
昭
46
年

櫻
田
　
博
迪
　
昭
47
年

品
末
　
道
孝
　
昭
48
年

中
田
　
　
清
　
昭
48
年

安
藤
　
隆
一
　
昭
49
年

高
田
チ
エ
子
　
昭
49
年

五
十
嵐
康
善
　
昭
50
年

伊
澤
　
政
男
　
昭
50
年

斎
藤
　
　
登
　
昭
50
年

宇
戸
　
啓
隆
　
昭
51
年

荻
原
喜
久
雄
　
昭
51
年

井
野
　
洋
子
　
昭
53
年

加
納
百
合
子
　
昭
53
年

倉
持
　
栄
一
　
昭
53
年

加
藤
木
と
み
江

昭
54
年

土
田
　
和
子
　
昭
54
年

井
上
　
繁
子
　
昭
55
年

片
山
　
禮
子
　
昭
55
年

加
藤
　
雅
和
　
昭
55
年

國
重
　
良
子
　
昭
55
年

種
ヶ
島
美
枝
　
昭
57
年

平
多
　
一
夫
　
昭
57
年

二
ッ
山
好
人
　
昭
57
年

尾
島
　
賢
児
　
昭
58
年

増
澤
　
誠
司
　
昭
58
年

増
沢
眞
理
子
　
昭
58
年

石
嶋
　
満
雄
　
昭
60
年

黒
澤
　
幸
雄
　
昭
60
年

高
見
澤
晴
康
　
昭
60
年

富
田
　
愛
子
　
昭
60
年

飯
塚
　
泰
弘
　
昭
61
年

増
田
　
眞
彦
　
昭
61
年

安
達
　
淳
子
　
昭
62
年

大
平
　
愛
子
　
昭
62
年

岡
本
　
克
也
　
昭
62
年

白
石
い
ず
み
　
昭
63
年

福
屋
　
真
央
　
平
１
年

細
部
真
知
子
　
平
１
年

楠
元
　
克
彦
　
平
２
年

高
野
　
　
実
　
平
２
年

徳
竹
　
友
美
　
平
２
年

村
居
　
眞
琴
　
平
２
年

吉
川
マ
サ
子
　
平
２
年

今
氏
　
　
均
　
平
４
年

田
中
　
哲
男
　
平
４
年

東
郷
　
千
秋
　
平
４
年

大
澤
　
和
己
　
平
５
年

柿
坂
日
出
継
　
平
５
年

小
林
　
　
守
　
平
５
年

岡
野
　
信
久
　
平
８
年

金
谷
　
義
孝
　
平
８
年

重
近
　
文
代
　
平
８
年

伊
藤
　
　
裕
　
平
９
年

鈴
木
　
律
子
　
平
９
年

中
村
　
弥
生
　
平
９
年

木
村
　
千
春
　
平
10
年

中
村
　
勝
則
　
平
11
年

堀
井
　
僚
子
　
平
13
年

島
田
　
圭
子
　
平
14
年

明
石
　
房
子
　
平
15
年

市
川
　
　
毅
　
平
15
年

小
田
　
果
恵
　
平
15
年

林
　
　
云
海
　
平
16
年

鈴
木
　
康
眞
　
平
18
年

塚
原
由
里
子
　
平
18
年

中
西
　
浩
太
　
平
18
年

長
尾
　
晃
史
　
平
18
年

小
川
　
正
光
　
平
20
年

a
橋
　
正
幸
　
平
20
年

菅
山
　
郁
雄
　
平
21
年

杉
山
　
良
彰
　
平
21
年

木
村
　
雅
洋
　
平
22
年

武
内
　
早
織
　
平
22
年

千
葉
三
起
子
　
平
22
年

k
h

元
太
　
平
22
年

大
谷
　
優
治
　
平
23
年

後
藤
麻
由
理
　
平
23
年

鈴
木
　
貴
之
　
平
23
年

中
村
百
合
子
　
平
23
年

中
山
規
佐
子
　
平
23
年

藤
森
　
文
茂
　
平
23
年

滝
本
　
美
晴
　
昭
47
年

蜷
川
裕
季
子
　
昭
49
年

波
多
野
知
子
　
昭
49
年

金
　
　
永
姫
　
昭
50
年

土
屋
　
二
郎
　
昭
50
年

吉
川
　
正
行
　
昭
50
年

松
村
　
　
聡
　
昭
51
年

松
本
と
し
子
　
昭
51
年

山
田
　
精
一
　
昭
53
年

朝
倉
　
邦
夫
　
昭
54
年

山
本
　
浩
史
　
昭
54
年

有
野
　
　
毅
　
昭
56
年

杉
浦
　
あ
い
　
昭
56
年

山
崎
　
秀
樹
　
昭
56
年

筒
井
　
詔
子
　
昭
57
年

鈴
木
　
　
宝
　
昭
59
年

内
藤
　
寧
盈
　
昭
59
年

山
本
　
　
敏
　
昭
60
年

井
出
　
芳
延
　
昭
63
年

山
本
　
　
學
　
昭
63
年

久
保
田
喜
久
　
平
１
年

堀
口
三
恵
子
　
平
２
年

小
林
　
真
澄
　
平
３
年

福
原
　
俊
彦
　
平
３
年

合
木
　
英
彦
　
平
５
年

門
馬
　
利
一
　
平
５
年

今
井
　
素
子
　
平
６
年

上
田
　
　
宏
　
平
６
年

出
口
　
寿
津
　
平
７
年

金
杉
　
勝
利
　
平
８
年

菊
池
　
　
毅
　
平
８
年

小
玉
　
秀
子
　
平
10
年

田
村
　
　
寛
　
平
10
年

中
村
希
求
子
　
平
10
年

菊
池
　
和
則
　
平
11
年

山
下
　
耕
平
　
平
13
年

安
原
　
忠
司
　
平
14
年

山
下
　
耕
司
　
平
14
年

中
鉢
　
典
雄
　
平
16
年

前
里
　
綾
子
　
平
16
年

山
城
　
昌
徳
　
平
16
年

小
池
　
喜
信
　
平
17
年

佐
藤
　
道
雄
　
平
17
年

原
　
　
哲
夫
　
平
18
年

大
谷
　
幸
平
　
平
19
年

岡
安
　
　
豊
　
平
19
年

仁
杉
　
　
守
　
平
19
年

木
村
　
博
幸
　
平
20
年

中
村
　
義
弘
　
平
20
年

菅
山
と
も
美
　
平
21
年

仲
丸
　
則
雄
　
平
21
年

大
谷
　
信
男
　
平
22
年

a
安
　
順
平
　
平
22
年

宮
　
　
秀
雄
　
平
22
年

大
久
保
綾
子
　
平
23
年

川
端
　
　
翼
　
平
23
年

小
林
　
和
仁
　
平
23
年

山
口
　
昭
一
　
昭
31
年

藤
巻
　
久
弥
　
昭
32
年

池
崎
香
久
子
　
昭
35
年

池
崎
　
重
正
　
昭
36
年

桜
井
　
　
弘
　
昭
38
年

吉
川
　
一
郎
　
昭
38
年

成
田
専
重
郎
　
昭
42
年

増
田
　
重
夫
　
昭
44
年

森
田
　
政
次
　
昭
44
年

真
下
　
啓
子
　
昭
45
年

海
保
　
宣
一
　
昭
46
年

川
崎
　
　
信
　
昭
47
年

稲
葉
　
　
茂
　
昭
51
年

遠
藤
　
栄
二
　
昭
51
年

箕
輪
多
加
正
　
昭
51
年

有
野
　
　
毅
　
昭
52
年

松
山
陽
太
郎
　
昭
52
年

西
沢
　
成
章
　
昭
54
年

馬
谷
原
　
進
　
昭
54
年

石
森
　
勇
治
　
昭
55
年

近
藤
　
昌
之
　
昭
55
年

塚
原
　
　
剛
　
昭
57
年

飯
塚
　
　
力
　
昭
58
年

大
崎
　
一
道
　
昭
58
年

前
島
　
順
子
　
昭
60
年

石
渡
　
尚
男
　
昭
61
年

仲
井
　
三
国
　
昭
61
年

阿
部
　
克
也
　
昭
62
年

阿
部
　
正
剛
　
昭
62
年

高
沢
　
意
誠
　
昭
62
年

神
尾
　
隆
文
　
昭
63
年

熊
谷
　
雄
大
　
昭
63
年

山
下
　
勝
子
　
平
１
年

岡
田
　
治
久
　
平
２
年

尾
花
　
正
貴
　
平
３
年

小
林
　
　
守
　
平
６
年

杉
山
　
伸
恵
　
平
８
年

東
迎
　
高
善
　
平
８
年

大
澤
　
和
巳
　
平
９
年

石
渡
　
慎
吾
　
平
11
年

橋
口
　
　
望
　
平
11
年

白
石
　
一
美
　
平
13
年

趙
　
　
倖
來
　
平
14
年

小
野
田
充
利
　
平
16
年

金
澤
　
俊
介
　
平
16
年

原
田
　
　
純
　
平
16
年

別
府
　
久
司
　
平
17
年

望
月
　
　
孝
　
平
17
年

小
松
　
正
典
　
平
18
年

杉
本
　
　
剛
　
平
18
年

中
西
　
浩
太
　
平
18
年

村
上
　
重
樹
　
平
18
年

上
野
　
　
歩
　
平
19
年

大
谷
　
公
貴
　
平
19
年

木
下
　
　
崇
　
平
22
年

窪
田
　
敏
裕
　
平
22
年

江
橋
　
朋
代
　
平
23
年

茂
山
　
大
輔
　
平
23
年

立
岩
　
直
子
　
平
23
年

渋
谷
　
幸
枝
　
昭
60
年

柳
原
　
功
典
　
昭
61
年

友
田
し
ほ
み
　
昭
62
年

池
崎
　
園
江
　
平
３
年

青
木
真
知
子
　
平
４
年

深
野
　
修
司
　
平
４
年

村
上
　
哲
二
　
平
５
年

安
西
真
理
子
　
平
７
年

福
岡
　
智
美
　
平
14
年

新
井
　
友
子
　
平
15
年

鏡
　
　
佳
法
　
平
15
年

飯
田
　
‡
治
　
平
18
年

柿
坂
　
昌
美
　
平
18
年

岡
田
　
明
子
　
平
20
年

金
城
美
智
子
　
平
20
年

于
　
　
景
剛
　
平
22
年

小
川
　
夕
子
　
平
23
年

田
辺
　
和
子
　
平
23
年

和
田
　
　
勉
　
平
23
年

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成
二
十
三
年
度
の

維
持
会
費
は
八
月
末
現
在
で
二
百
三
十
名
余
り
の

方
々
よ
り
六
十
万
円
を
越
え
る
金
額
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
ご
協
力
者
氏
名
一
覧
は
平
成
二
十
三
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日
受

付
分
ま
で
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
氏
名
は

学
科
・
卒
業
年
・
五
十
音
順
と
し
、
金
額
は
省
略

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
維
持
会
費
を
納

入
し
て
頂
い
た
方
の
う
ち
、『
登
録
番
号
』
の
印

字
が
な
い
た
め
に
、
ど
な
た
が
お
振
込
し
て
頂
い

た
の
か
判
別
出
来
な
い
金
額
が
ご
ざ
い
ま
す
。
お

振
込
さ
れ
た
方
が
分
か
り
次
第
、
次
号
以
降
に
掲

載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
科

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

鍼

灸
　

科

柔

道

整

復

科

教

員

養

成

科

維
持
会
費
協
力
者
一
覧

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す 


